
暴走政治に審判下そう

府民の立場で

を伸ばし

日本共産党京都府会議員団は、安倍政権の暴走政治と一体の府政に対し、
府民のみなさんの願いや運動と連帯し、くらしと営業を守るために、実態調査にもとづき提案し、
みなさんと行動して実現の道をひらいてきました。

消費税増税、くらし切り捨ての悪政が
生活・営業を直撃

住宅改修助成制度等に背を向け、府の事業所減少率は全国1
位（震災被災県を除く）。非正規雇用率もワースト2位。家計
にも大打撃の消費税増税はキッパリ中止を。

社会保障の削減、老人医療助成制度も
高齢者医療費の助成拡充に背を向け、国保都道府県化推進
の旗を振る府政。本来「福祉の増進」が目的の自治体として、
役割を発揮せよ。

米軍レーダー基地、原発再稼働を容認
米軍基地の騒音被害や続発する軍関係者の交通事故に「基地
は撤去せよ」の強い声。「原発に依存しない京都」と言いな
がら、高浜原発「再稼働の判断」は国任せ。住民の声を聞け。

国の暴走ストップへ
「集団的自衛権行使の憲法解釈変更」、「消費税増税」、「労働法制改
悪」等の暴走政治反対の意見書を全て否決したのが自民・公明・民
主・維新の与党会派。共産党だけが賛成に。

営業守り、ブラック企業・バイトを許さない
厳しい状況の中小企業支援に総力をあげるために「中小企業振興基
本条例」の制定や違法・無法が蔓延する青年雇用対策で、「過労死
防止特命チーム」の創設を提案。

災害から府民の命守って
振興局や土木事務所の統廃合等で職員大幅削減。河川整備率は全
国41位と低迷の中、３年連続の豪雨・台風災害が。党は府独自の
住宅再建支援策や恒久化を提案し実現。

●中小企業の固定費支援策の拡充
●第3子以降の幼稚園・保育園の保育料無料化
● 子どもの医療費助成制度の対象年齢を
中学生まで引き上げ
● 府南部に特別支援
学校の増設を実現
● 「サービス付き高齢
者住宅」の府独自基
準の制定
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現行のマル老（65歳～69歳の窓口負担3割を1割に軽減）を、「自
己負担1割から2割に」、「4割以上の方を対象外に」する改悪を、
府と各市町村で決めようしています。

老人医療助成制度（マル老）
改悪にストップ、維持・拡充を

負担増をおしつけ、市民サービスを削減 京都党

市長は、「京プラン」実施計画で、①社会福祉関係費な
どを４年間で250億円削減、②職員を４年間で690人減
らす、などの目標と計画を示し、料金値上げやサービス
切り捨て、公営施設の民営化を強行してきました。
その上、さらなる「行革」実施計画の策定を進めていま

す。市民生活と自治体を
こわす「京プラン」路線の
継続は許せません。

⬇ 上下水道料金、市バス・地下鉄運賃、
保育料などの値上げ
⬇市立看護短大の廃止
⬇リハビリセンター附属病院の廃止
⬇洛西ふれあい会館の廃止
⬇公立保育所の廃止・民間移管
⬇ 敬老乗車証制度の見直し・改悪 など
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国民健康保険料の引き下げを求める請願 ◯ × × × ×
集団的自衛権行使容認反対の意見書を求める請願 ◯ × × × ×
消費税増税の実施中止を求める請願 ◯ × × × ×
水道料金の値上げ × ◯ ◯ ◯ ◯
市バス・地下鉄運賃の値上げ × ◯ ◯ ◯ ◯
身障者リハビリセンター附属病院の廃止 × ◯ ◯ ◯ ◯
市会議員の期末手当引き上げ × ◯ ◯ ◯ ◯

市長提案の議案の99.4％に賛成
「コーヒー 1杯分なのでやむを得ない」と保育料値上げに賛成

全議員が手分けして府内各地を被害調査

府会
議員団

市会
議員団

請願・議案に対する各会派の態度
（◯:賛成 ×:反対）

市民生活と自治体をこわす「京
みや こ

プラン」社会福祉関係費
などを４年間で 250億円削減

市民の運動と　　　　　　 の躍進こそ
くらしを守る力

2月6日に署名提出、市役所前集会・デモ▶

▲ 2月3日、市長に
署名を提出

議会終了後、全員で議会報告する11名の議員団

12月議会で自民党は従軍
慰安婦の事実をねじまげる

意見書を提案、維新

の党も賛成し強行。党議員
団は唯一、「歴史の真実を

あざむくもの」と反

対討論を行いました。

自民 維新 創生
「慰安婦」
問題

歴史を捏造する意見書をが強行

さらに大きく
がんばる力 国言いなりの府政と

何でも賛成の与党で
いいのでしょうか！

「高すぎる国民健康保険料」引き下げ  地下鉄
烏丸御池駅に可動式ホーム柵

ムダづかいをやめさせる

「年間100人が死んだのならとんでもないが」などと
言う議員（京都党）がいる中で、７年来の市民の運動と
党市議団の100回を超える議会論戦が、京都市の重い
腰を動かしました。

党市議団は、高速道路未着工３路線（事業費2900億
円）を計画断念に、焼却灰溶融施設（施設建設費175億
円）を契約解除に追い込みました。

実現 実現

実現

「いのちの署名」を提出し
た翌日、京都市は「国民健康
保険料引き下げ」の方針を
明らかにしました。９割以
上の世帯が引き下げ対象で、
制度発足以来、初めてのこ
と。長年にわたる市民の運
動と党市議団の成果です。

1万
6900筆

 消費税10％増税は
キッパリ中止を

 敬老乗車証制度の
改悪ストップを

 議員報酬の3割削減を提案

社会保障の財源は、大企
業と富裕層に応分の負担を
求めるなど、消費税増税に
たよらない「別の道」で確
保できます。

「市民の宝」敬老乗車証を
守れと市民の運動が大きく
広がり、当局は「2015年度
は現行制度で」と言明。当
面の改悪を許していません。

実現


